
 

令和 2年中の交通事故死者数（24 時間以内死者）は 2 人、

負傷者数は 448 人（うち重傷者数 44 人）であり、令和元年

中の死者数 2人、負傷者数 689 人（うち重傷者数 43 人）と

比較して負傷者が減少した。 

また、第 10 次交通安全計画期間中（H28～R2）の踏切事

故件数については 0 件であった。 

事故総数は減少傾向にある一方で、全体に占める高齢者

や歩行者、自転車の事故件数割合は増加傾向となっている。 

 

○高齢者、子ども、障碍（がい）者等の交通弱者の安全確保 

〇歩行者の安全確保 

○自転車の安全確保 

○地域の実情を踏まえた施策の推進 

○役割分担と連携強化  

○交通事故被害者等の参画と協働 

〇新型コロナウイルス感染症の影響の注視 

 

 

前述の現状を踏まえ、特に高齢者や歩行者、自転

車に対する交通事故防止対策が、今後ますます重要

な課題である。 
 

１ 高齢者、子ども、障碍（がい）者等の交通弱者

の安全確保 

高齢者、子ども、障碍（がい）者という交通弱者

に配慮した道路交通環境の形成 

２ 歩行者の安全確保 

自動車に対して弱い立場にある歩行者に配慮し

た道路交通環境の形成 

３ 自転車の安全確保 

平成 25 年制定「宝塚市自転車の安全利用に関す

る条例」等の啓発促進 

４ 生活道路における安全確保 

生活道路の交通環境整備や安全走行対策及び幹

線道路の交通円滑化の推進 

５ 交通実態等を踏まえたきめ細やかな対応の促進 

交通実態や交通事故の詳細な分析による効果的

な対策の実施 

６ 地域ぐるみの交通安全対策の推進 

交通事故情報の提供等による、住民主体の交通安

全対策意識の醸成 

１ 市内の交通事故による死者数を減少させる。 

２ 市内の交通事故による重傷者数を減少させる。 

３ 市内の自転車事故件数を減少させる。 

４ 市内のゾーン３０を増設する。 

５ 市民の自転車乗車用ヘルメットの着用率を向上させる。 

 

１ 交通事故のない宝塚を目指して 

真に豊かで活力のある宝塚を構築していくためには、そ

の前提として市民の安全と安心を確保していくことが極め

て重要である。人命尊重の理念に基づき、交通事故のない

宝塚を目指すとともに、悲惨な交通事故の根絶に向け、各

般の取組を進める。 

２ 人優先の交通安全思想 

「人優先」の交通安全思想を基本とし、歩行者、高齢者、

子ども、障碍（がい）者等の交通弱者の安全を一層確保す

る。 

３ 高齢化が進展しても誰もが安全に移動できる社会の構築 

   高齢になっても安全に移動することができ、安心して暮

らせる社会を構築することを目指す。 

 
現状 

基本理念 

第１１次（Ｒ3～Ｒ7）宝塚市交通安全計画の概要 

 

 

① 道路交通環境の整備 

・速度規制、歩道整備等による安全な歩行空間の確保と「宝塚市通学路交通安全プログラム」

の推進 

・適切に機能分担された道路網の整備や事故危険箇所対策の推進 

・駅や公共施設周辺、主要な道路における歩道等の面的・連続的なバリアフリー化と無電柱

化の推進 

・安全で快適な自転車通行空間の整備や自転車等の駐車対策の推進 

・「宝塚市地域公共交通総合連携計画」による公共交通機関の利用促進や交通結節機能強化 

・橋梁の耐震化や代替道路の整備推進等による信頼性の高い道路ネットワークの確保 

・路上遊戯等による交通事故防止に資する子どもの遊び場等の確保や道路上の不法占用物件

の排除 

② 交通安全思想の普及徹底 

・幼児から高齢者、保護者、交通ボランティア、障碍（がい）者、外国人、また地域や企業

等に対する交通安全教育の推進や指導者の養成 

・「宝塚市自転車の安全利用に関する条例」等の啓発促進や自転車安全教室等の開催、「自転

車安全利用推進員」による自転車安全利用に関する啓発活動の推進 

・警察、関係機関との連携による交通安全に関する啓発活動の推進 

③ 救助・救急活動の充実 

・市外の消防機関等との連携による救助・救急体制の充実や消防機関等が行うＡＥＤ講習会

等の普及啓発活動の推進、救急救命士の養成等の促進、救助・救急隊員の教育訓練の充実 

・救急医療機関、消防機関等の関係機関における連携・協力関係確保の推進と救急医療機関

内の受入れ・連絡体制の明確化 

④ 被害者支援の充実と推進 

・自転車の損害賠償責任保険への加入徹底 

・交通事故相談活動・被害者支援情報等の周知 
 

対策を考える視点 

講じようとする施策 目標 

基本的な考え方 


